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所 在 地

調 査 理 由

調 査 期 間

調 査 面 積

担 当 者

38

北設楽郡設楽町川向字ヒチコ、石原
（北緯35度6分55秒 東経137度34分22秒）

設楽ダム

平成28年8月～10月

730㎡　　　

酒井俊彦・蔭山誠一
調査地点（1/2.5万「田口」）

石
いしはら

原遺跡（範囲確認調査）

調査は、国土交通省中部地方整備局設楽ダム工事事務所による設楽ダム工事関連の事
前調査として、国土交通省から愛知県教育委員会を通じて委託を受けて実施した。石原遺
跡は縄文時代の遺物散布地として周知の遺跡である。今回の範囲確認調査は、遺跡の北側
にある調査対象範囲内に平面1m×2mの試掘トレンチなどの計121ヶ所を設定した。そし
て遺構と遺物の有無を地表面から順にバックホウや人力により掘り下げて確認し、遺構面

（地山面）の遺構・遺物と地層の堆積状況を確認した。調査面積は730㎡である。
石原遺跡は、境川右岸の河岸段丘上から山麓の丘陵斜面に立地する。なお、かつては稲

武方面から田口方面にいたる街道と田口方面から津具方面にむかう伊那街道に結ぶ間道
が遺跡を通る。

調査は遺跡の中央を東西に走る林道の北側にあるTT001〜TT013から始めた。山際に
あるこの地点も耕作地や植林などに伴う造成がなされているが、TT001〜TT012では地表
面から0.1m〜1.5m前後の深さで遺構面や地山面が確認でき、TT006・TT012では縄文土
器・土師器などが出土し、土坑などの遺構も検出できた。TT009では人頭大の礫を多く含
んだ礫層が深く及んで、遺構面を削平したものと考えられたが、TT118・TT119・TT024で
は同一と思われる礫層の下より土坑や土器片が出土し、この土石流と考えられる礫層が縄
文時代以後のものであることを確認した。またTT013はTT012の山側の遺跡の範囲を確
定するために設置したトレンチで、表土下の0.2m程で地山面が確認できたが、遺構・遺物
を確認することができなかった。その南東側であるTT015〜TT020・TT025・TT039では
出土遺物は確認できなかったが、TT019・TT020・TT025において土坑などの遺構を検出
した。遺跡北西部にあるTT021〜TT038・TT040・TT120・TT121では、宅地や耕作地にな
っていることもあって整地・盛土層が1m以上に及ぶ地点が多く、明確な遺構や出土遺物
をあまり確認できなかった。その中で遺跡中央部にあるTT029・TT030において土坑を検
出し、土器片が出土した。TT031・TT040・TT120・TT121では、土石流と思われる礫を伴
う地層がみられた。

林道の南側で遺跡の北西側にあるTT041〜TT046・TT097〜TT111・TT115〜TT117では、
TT041〜TT045において、地表面下0.5m前後にて土坑などの遺構を検出した。TT046・
TT115〜TT117は、盛土が厚くTT117の一部を除いて遺構面を確認できなかった。TT097
〜TT107では、土坑などの遺構は確認できる地点が多くあったが出土遺物はなく、遺跡の
東端部にあたるTT106・TT110・TT111において縄文土器片が出土し、土坑などの遺構も
検出できた。遺跡の中央部から南西側にあるTT047〜TT096・TT113・TT114では、TT047
〜TT050・TT064〜TT096において、多くのトレンチにて土坑などの遺構が検出でき、出
土量は多くないもののTT049・TT072・TT077〜TT079・TT090・TT094・TT095にて縄

調査の経過

立地と環境

調査の概要



愛知県埋蔵文化財センター　年報　2017.3

400

42
0

445

425

440

43
0

460

420

440

39
0

47
5

40
0

395

395

400

395

395 425

415

445

39
5

424.6

430.2

433.9

438.7

440.4

414.5

417.7

433.5

401.3

399.2398.3

398.5

398.7

402.1

390.3

447.3

453.4

456.6

449.9

446.7

398.6

449.5

445.4

439.4

452.5

430.5

434.6

438.2

442.6

456.5

468.7

451.0

453.3

469.3
464.6

404.5

404.6

404.7

404.4

403.0 403.1
403.4 403.6

415.5

413.5

425.5

403.1

403.1

404.0

407.8

415.5
428.4

427.5

417.4

438.7

406.3

449.3

401.4

407.3

408.1

407.4

404.5

411.1

414.5

418.3

415.5

412.5

404.0

417.2

416.5

402.7

402.5406.5

425.1

406.1

413.2 412.5

409.4

404.5

403.0

406.6
405.6

406.6

410.4

407.1
408.5

400.5

404.2

403.9

398.7

402.1

400.2

399.6

412.2

414.2

408.1

403.1

405.4

424.1

420.7

415.2

411.1

419.3

422.4

392.6

404.3

394.3

399.4

388.7

395.7

392.7
403.8

421.4
415.4

423.9

411.0
435.3 439.4

447.5

417.4

427.9

421.4

411.6

416.4

387.7

393.8

387.9

388.3

396.4
396.8

394.1

404.1

405.5

406.0

402.6
402.1

396.2

396.4

402.4

398.1

401.3

406.2

388.5

388.7

387.8

398.6

404.7

390.2

400.5

403.4

396.4

411.4

395.6

395.5
395.9

393.2

396.5

406.2

393.6

387.2

388.5

394.1

389.6

386.5

397.1

391.7

386.7

397.5

境 川川向

川向

403. 35

405. 05

主要
地方
道設
楽根
羽線

県道小松田口線

ＴＴ001 ＴＴ002

ＴＴ003
ＴＴ004

ＴＴ005

ＴＴ006
ＴＴ007

ＴＴ008
ＴＴ009

ＴＴ010

ＴＴ011

ＴＴ012

ＴＴ013

ＴＴ014 ＴＴ015

ＴＴ016

ＴＴ017

ＴＴ018

ＴＴ019
ＴＴ020

ＴＴ021

ＴＴ022

ＴＴ023

ＴＴ024

ＴＴ025

ＴＴ026
ＴＴ027

ＴＴ028

ＴＴ029
ＴＴ030

ＴＴ031

ＴＴ032ＴＴ033

ＴＴ034
ＴＴ035

ＴＴ036
ＴＴ037ＴＴ038

ＴＴ039

ＴＴ040 ＴＴ041

ＴＴ042

ＴＴ043

ＴＴ044ＴＴ045

ＴＴ046

ＴＴ047

ＴＴ048
ＴＴ049

ＴＴ050

ＴＴ051

ＴＴ052

ＴＴ053ＴＴ054ＴＴ055

ＴＴ056
ＴＴ057

ＴＴ058
ＴＴ059

ＴＴ060

ＴＴ061

ＴＴ062

ＴＴ063

ＴＴ064
ＴＴ065

ＴＴ066ＴＴ067
ＴＴ068

ＴＴ069
ＴＴ070

ＴＴ071
ＴＴ072

ＴＴ073
ＴＴ074 ＴＴ075

ＴＴ076ＴＴ077 ＴＴ078

ＴＴ079

ＴＴ080
ＴＴ081

ＴＴ082
ＴＴ083

ＴＴ084
ＴＴ085

ＴＴ086

ＴＴ087

ＴＴ088

ＴＴ089 ＴＴ090

ＴＴ091
ＴＴ092

ＴＴ093

ＴＴ094
ＴＴ095

ＴＴ096

ＴＴ097

ＴＴ098
ＴＴ099 ＴＴ100

ＴＴ101
ＴＴ103

ＴＴ102

ＴＴ105

ＴＴ104
ＴＴ106

ＴＴ107

ＴＴ108

ＴＴ109

ＴＴ110

ＴＴ111

ＴＴ112

ＴＴ113

ＴＴ114

ＴＴ115

ＴＴ116

ＴＴ117

ＴＴ118

ＴＴ119

ＴＴ120ＴＴ121

：遺構あり・出土遺物なし

：遺構・出土遺物あり

：遺構・出土遺物なし

：遺構なし・出土遺物あり

：遺構面・地山面未確認

0 50m

39

文土器片や安山岩刃器が出土した。一方、TT056〜TT063では明確な遺構面が確認できず、
上流のTT031・TT040・TT120・TT121の地点から続く谷状地形が続くものと考えられた。
最も標高が低い地点にあるTT087・TT091・TT092では、明確な遺構・出土遺物を確認で
きなかった。遺跡の西端部にあるTT051・TT052・TT112〜TT114では、TT051・TT052に
おいて、土坑や縄文土器片が確認され、遺跡の西端がこの地点まで及ぶことが確認できた。
またTT112ではTT051にともなう遺跡範囲を探索したが、明確な遺構や出土遺物を確認
できなかった。TT113・TT114では盛土が厚く、トレンチの一部で遺構や地山面を確認で
きるのみであった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　（蔭山誠一）

TT119遺構検出状況（南西から）TT052遺構検出状況（東から）

石原遺跡範囲確認調査トレンチ配置図（1：2,000）


